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　少子化の中、私立大学の経営は難しくなり、また各種制度・法令の改革が提唱され一部施行されている中で、医
学・医療系における改革の多くは、現行の医科系大学・医学部の経営を圧迫しかねないものであります。
　全国の国立大学の病院・医学部は年間数十億円の赤字を国より補填してもらいつつ、校地校舎の建築・収得・
増改築等の経費が補填されてきました。これが独法化により、かなり厳しくなったとは言え、私学と全く同じ状
況に置かれるわけではありません。しかし、国立系の大学にとってこれは大変な試練の時でありまして、私立医
科系大学における経営上の方略を参考にされて、改編を進めてこられると思います。これは眠れる獅子の目覚め
とも言えましょう。
　現在、医療の現場では研修医問題、医療包括支払いの問題、患者自己負担増の問題、老人医療費の負担増等々、
多くの逆風が吹いております。これは逆風と言うよりは寧ろ乱気流と言った方が良いかとも思われます。これに
流されてしまうか、或いはこの気流も1つのエネルギーと捉え、帆捌きを変えつつ改革のチャンスと捉えるかは
心の持ちようでもあります。数々のピンチに対応しつつ、チャンスとして捉え、我々私立医科系大学は手を携え、
知恵を出し合いこの難局を乗り越えて行かなければならないでありましょう。
　昨今の日本の医療界に対する風当たり、世相はかなり強いものがあります。その多くは誤解に基づいているも
のですが、反省すべき点も多々あります。私立医科系大学は、その歴史からしても、国立大学の足らざる所を補
い柔軟に対応してきたものでありますから、現在のこの難局も、英知を傾けて何とか乗り越えて行かねぼなりま
せん。私学はその足らざる所を嘆ずるよりは、その持てる長所を活用し、各大学の建学の主旨を改めて噛み締め、
先達の残した財産を切り崩すことの無いよう、対応していく時、正に大きな激動の時代に直面しております。
　東京医科大学と順天堂大学は共に古き歴史を持ち、また深き縁に結ばれております。互いに自己評価・自己点
検を行いつつ、和をもって尊しとしつつ、時に第三者による点検評価を忌潭なく受け入れ、前進して行く必要が
あります。
先般は、貴学の伊藤学長に本学の第三者点検と評価をお願い致しました。その御厚誼に報いるべく、ここに拙文
を認めました。我々は、共に英知を尽くし、共にこの激動する試練の時代を正しく堂々と乗り切るよう、相協力
して進んで行きたいと願っております。
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